
がん相談支援センター紹介のラジオドラマCM 
『明日への扉』を放送します 

連動企画：国立がん研究センター・第一生命セミナー 

■プログラム■ 
 

●上田弘樹先生（和歌山県立医科大学附属病院）による講演： 
   知っておこう「和歌山県のがんの状況」と「県内のがん診療体制」 
●若尾文彦先生(国立がん研究センター）による講演： 
   わかりやすい「がん」の知識：「知れば安心、がん情報」 
 

■日時：２０１６年１０月０６日（木）１３：３０～１５：３０ （開場 １３：００★） 
■会場：和歌山県民文化会館 小ホール （和歌山市小松原通一丁目1番地） 

■参加費：不要です。   可能であれば事前にお申込みください（裏面を参照） 

■主催：国立がん研究センターがん対策情報センター 共催：第一生命保険株式会社 
■協力：和歌山県がん診療連携協議会地域連携・相談支援部会、和歌山県立図書館 
■後援：和歌山県 

★当日の会場には１３時より「がん相談支援センターご案内ブース」を設け、県内のがん専門   
  相談員が、がん相談支援センターで提供している各種情報等をご案内させていただきます。 
★県内の病院以外の情報提供窓口として和歌山県立図書館の「がん関係図書コーナー」に 
 ついても、専門司書よりご案内させていただく予定です。 

       詳細はこちらのホームページからもご確認いただけます 



がん診療連携推進病院（県指定）  

都道府県がん診療連携拠点病院 地域がん診療連携拠点病院 

がん相談支援センターは、全国各地のがん診療 
連携拠点病院や地域がん診療病院などにあり、 
がんに関する情報を提供したり、相談に乗って 
くれたりするところです。がん専門相談員として
の研修を受けたスタッフ（看護師、ソーシャル
ワーカー）が、信頼できる情報に基づいて、  
がんの治療や療養生活全搬の質問や相談を   
お受けしております。 
 
かかりつけの病院かどうかは問いません。その 
病院にかかっていなくても、地域の方であれば 
どなたでも無料で利用できます。「こんなことは
相談しても応えてもらえないだろう」と諦めず、
どんなことでも相談にいらしてください。 

和歌山県内のがん診療施設・がん相談支援センター 

「がん」の時代を生きるセミナー和歌山会場（10/6） 参加申込書  FAX受付先：073‒403‒2250（がんの時代を生きる事務局） 

http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/041200/h_sippei/gannet/05.html#soudan 

がん相談支援センターからのメッセージ 

フリガナ（代表者） 複数名でお越しの場合は同行者欄をご利用ください 

氏名（代表者） 氏名（同行者２） 

氏名（同行者１） 氏名（同行者３） 

連絡先（電話番号） E-mail 

国立がん研究センターが実施する「がん相談員基礎研修」を受講した相談員が相談窓口に配置されている医療機関： 

がん相談支援センター名 問い合わせ先 対応曜日・時間

和歌山県立医科大学附属病院 和歌山市紀三井寺811-1 月～金曜日：

　　がん相談支援センター 直通 073-441-0778
9時00分～12時00分
13時00分～17時30分

日本赤十字社和歌山医療センター 和歌山市小松原通4-20 月～金曜日：

　　がん相談支援センター 直通 073-421-8192 9時00分～17時30分

橋本市民病院 橋本市小峰台2-8-1 月～金曜日：

　　地域連携室（がん相談支援室） 直通 0736-34-6116 8時30分～17時15分

紀南病院 田辺市新庄町46-70 月～金曜日：

　　がん相談支援センター 直通 0739-22-5118 8時30分～17時15分

南和歌山医療センター 田辺市たきない町27-1 月～金曜日：

　　地域医療連携室 直通 0120-92-8160 8時30分～17時00分

公立那賀病院 紀の川市打田1282 月～金曜日：

　　がん相談支援センター 直通 0736-78-2340 8時45分～17時00分

   和歌山労災病院 和歌山市木ノ本93-1 平日

　　患者サポートセンター 073-451-3181（代表）
9時～16時30分
（受付は16時まで）

   国保日高総合病院 御坊市薗116-2 平日

　　相談支援センター 0738-24-1786（直通） 9時～16時

   新宮市立医療センター 新宮市蜂伏18-7 平日

　　地域医療連携室 0735-31-3333（代表） 8時30分～17時

※お問い合わせは、「がん」の時代を生きる事務局 伊東・坂 電話：03-3547-5201（内線1620）までお願い致します。 


